
H26 水産土木 
Ⅲ－2 漁業者が行う藻場･干潟などの保全活動について。 
参考：漁港漁場整備長期計画外水産庁ホームページ 

( 1 ) 維 持 ・ 保 全 す る た め の 検 討 項 目  

( ｱ ) 藻 場 の 維 持 ・ 保 全  

藻 場 維 持 ･ 保 全 に は 、 藻 場 の 形 成 を 阻 害 す る 要 因 を 、

排 除 、 あ る い は 緩 和 す る 対 策 を 講 じ て 、 最 終 的 に あ ま

り 手 を 加 え な く て も 、 自 立 す る 藻 場 を 目 指 す こ と が 慣

用 で あ る 。 こ の こ と が 、 漁 業 者 に よ る 漁 業 活 動 を 通 じ

た 持 続 可 能 な 保 全 活 動 を 可 能 と す る 。  

こ の た め 、① 食 害 生 物 の 生 息 ･ 増 加 等 の 生 物 的 な 要 因 、

② 波 浪 や 流 れ の 速 さ 等 の 環 境 因 子 、 な ど の 阻 害 要 因 を

抽 出 し 、 そ れ ら を 制 御 す る 対 策 に よ り 、 自 立 で き る 藻

場 を 検 討 す る 。  

( ｲ ) 干 潟 の 維 持 ・ 保 全  

干 潟 の 維 持 ･ 保 全 に お い て 、生 物 的 に は 二 枚 貝 の 浄 化

能 力 に 着 目 し 、 ① 二 枚 貝 資 源 状 況 の 実 態 調 査 、 ② 干 潟

生 産 力 減 少 要 因 の 推 定 、 ③ 改 善 対 策 の 実 施 及 び 効 果 の

評 価 、 の 順 応 的 管 理 を 踏 ま え た 内 容 で 検 討 す る 。  

ま た 、 環 境 要 因 と し て 、 ヘ ド ロ の 堆 積 や 砂 れ ん 、 海

水 の 停 滞 、 波 浪 の 増 大 （ 減 少 ） 等 干 潟 の 状 態 診 断 を フ

ィ ー ド バ ッ ク し た 水 域 全 体 の 回 復 計 画 も 検 討 す る 。  

( 2 ) 藻 場 の 維 持 ・ 保 全 で 解 決 す べ き 技 術 的 課 題  

藻 場 の 維 持 ・ 保 全 は 、健 全 な 天 然 藻 場 と の 比 較 か ら 、

対 象 海 域 の 藻 場 の 阻 害 要 因 を 明 ら か に し 、 阻 害 要 因 を

排 除 、 あ る い は 緩 和 し て い く 技 術 が 課 題 と な る 。  

以 下 、 現 時 点 で の 技 術 水 準 と 技 術 的 提 案 を 論 ず る 。  

( ｱ ) 技 術 水 準  



現 時 点 で は 、藻 場 の 維 持 ･ 保 全 に お け る 阻 害 要 因 を 排

除 で き る 特 効 薬 は な い 。 こ の こ と か ら 、 柔 軟 か つ 能 動

的 に モ ニ タ リ ン グ し な が ら 、 状 況 の 変 化 を 把 握 し 、 対

策 を 実 施 し て い き な が ら 技 術 水 準 を 高 め て 行 く べ き で

あ る 。  

( ｲ ) 技 術 的 提 案  

技 術 的 提 案 と し て 、 順 応 的 管 理 手 法 の 導 入 に よ る 藻

場 の 維 持 ･ 保 全 が あ る 。  

具 体 的 に は 、藻 場 の 減 少 が 見 つ か っ た 場 合  ① 藻 場 が

減 少 し て い る 場 所 と 藻 場 が 維 持 さ れ て い る 場 所 の 生 育

状 況 を 調 査 す る 、 ② そ の 結 果 を 比 較 し て 阻 害 要 因 を 抽

出 す る 、③ そ れ ら の 阻 害 要 因 の う ち 最 も 影 響 力 が あ り 、

他 の 要 因 と の 相 互 作 用 が 強 く 、 か つ 、 人 為 的 な 制 御 が

可 能 な 要 因 を 特 定 し 、 対 策 を 検 討 す る 、 ④ さ ら に 全 体

計 画 （ 目 標 の 設 定 、 実 施 体 制 、 経 費 、 モ ニ タ リ ン グ 計

画 な ど ） を 見 据 え た 上 で 、 関 係 者 間 の 合 意 形 成 を 図 っ

て 計 画 を 決 定 す る 、⑤ 関 係 者 が 協 動 し て 計 画 を 実 施 し 、

⑥ そ の 後 、 定 期 的 に モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、 そ の 効 果 を

評 価 し 、 良 い 効 果 が 認 め ら れ た 場 合 は モ ニ タ リ ン グ を

継 続 し 、 何 ら か の 問 題 が あ る 場 合 に は 、 問 題 を 発 生 し

た 段 階 （ 計 画 ・ 設 計 ・ 施 工 ） に フ ィ ー ド バ ッ ク し て 、

対 策 を 講 じ て 解 決 す る と い う 流 れ で 行 う 。  

（ ３ ） 効 果 と 問 題 点  

( ｱ ) 効 果  

こ れ ま で の 藻 場 造 成 と 言 え ば 、 対 症 療 法 的 に 投 石 や



コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 据 付 け る 工 事 が 行 わ れ て き た 。

ま た 、 消 波 ブ ロ ッ ク な ど の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク に も

海 藻 が 着 生 す る こ と か ら 、 形 状 を 工 夫 し た 様 々 な 着 定

基 質 （ 以 下 、 藻 礁 と 言 う ） が 開 発 さ れ て き た 。 し か し 、

そ の よ う な 着 定 基 質 を 据 え 付 け さ え す れ ば 、 安 定 し た

藻 場 が 維 持 さ れ る も の で は な く 、 海 域 に よ っ て は そ の

効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ て い な い の が 現 実 で あ る 。  

順 応 的 管 理 手 法 の 導 入 に よ り 、 藻 場 の 形 成 を 阻 害 す

る 要 因 を 、 排 除 、 あ る い は 緩 和 す る 対 策 を 講 じ て 、 最

終 的 に あ ま り 手 を 加 え な く て も 、 自 立 す る 藻 場 形 成 の

効 果 が 発 揮 さ れ る 。  

( ｲ )  問 題 点  

藻 場 の 維 持 ･ 保 全 に お い て は 、漁 業 者 と 自 治 体 が 相 互

協 力 の 下 で 継 続 的 な モ ニ タ リ ン グ を 行 う 必 要 が あ る 。  

し か し 、 漁 業 者 に お い て は 、 漁 村 の 過 疎 化 や 高 齢 化

が 進 む 中 で 、 藻 場 の 維 持 管 理 に 不 足 を き た し 、 継 続 的

な モ ニ タ リ ン グ を 行 え な い 状 況 が 問 題 視 さ れ て い る 。  

一 方 で 、 海 に 親 し み 、 豊 か な 藻 場 を 末 永 く 後 生 に 残

し た い と 望 む 一 般 市 民 は 着 実 に 増 え て い る 。  

こ の こ と か ら 、 藻 場 の 維 持 ・ 保 全 の 活 動 の 計 画 か ら

効 果 確 認 ま で の 様 々 な 局 面 で 、 良 識 と 意 欲 の あ る 市 民

の 参 加 者 を 促 す こ と が 、 継 続 的 な モ ニ タ リ ン グ を 行 う

う え で 必 要 で あ る 。  

― 以 上 ―  


